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第 I章 序 説

第 1節 調査に至る経緯

田野町では前平地区・七野地区・八重地区などで農地整備に関連する事業が実施されてきたが、平成

4年度から元野地区においても大規模な県営農地保全整備事業に着手することとなった。平成 4年度の

工事着工が計画された本野工区は、平成元年度に町教育委員会で実施した町内遺跡詳細分布調査におい

て確認された周知の遺跡 (本野遺跡)であったため、その保存等について早急に協議検討する必要が生

じ、平成 4年 2月 に県文化課が詳細確認のための試掘調査を実施した。調査の結果、縄文時代から弥生

時代にかけての複合遺跡であることが確認された。その後、県文化課と宮崎県中部農林振興局の間で協

議が行われ、同年 9月 22日 には町教育委員会を含めた 3者で遺跡の保存方法などについての具体的な

協議を行ったが、工事施工上で盛土あるいは現状での保存が困難な部分について、発掘調査による記録

保存の措置をとることとなった。平成 4年 10月 8日 付けで宮崎県中部農林振興局と委託契約書を締結

し、現地における調査は同年10月 16日 より着手、翌年 1月 28日 に完了した。

第 2節 遺跡の位置と歴史的環境

本野遺跡は、鰐琢渓谷を源流とする元野川左岸の河岸段丘上に位置する。西側の片井野川と東側の別

府田野川に挟まれたこの一帯は豊富な水源を有し、町内でも有数の遺跡が集中する地域でもある。本遺

跡の対岸に位置する本野原遺跡は昭和46年 の宮崎大学史学研究部考古学班による調査で市来式土器・

綾式上器が出土したほか、平成 6年度に県文化課が実施した試掘調査でも縄文時代早期と後・晩期の遺

構遺物が確認された。現在でも一帯を踏査すると遺物が包蔵された状態を容易に観察することができる。

また、聞き取りのみではあるが地下式横穴墓も所在するといわれている。別府田野川左岸に位置する畑

田遺跡では、平成10年度の発掘調査により縄文時代晩期の住居跡と土坑、近世～近代の掘立柱建物と

溝が確認され、縄文時代早期・晩期、弥生時代、平安時代、中世～近世 。近代に至る幅広い時代の遺物

が出土した。中でも縄文時代晩期の土坑から出土した組織痕土器は、今後同時代の研究資料として注目

されるであろう。本野遺跡が所在する元野川左岸には、他に高野原遺跡と元野河内遺跡があり、近年の

県営農地保全整備事業に伴って既に大半の部分で発掘調査を終了している。高野原遺跡は平成 4年度

(地中レーダー探査のみ)5～ 7年度の調査により、各年度において縄文時代早期の遺構遺物が出上し

たほか、平成 6年度の調査では縄文時代後晩期かとみられる掘立柱建物 (現在整理中)と 竪穴住居、弥

生時代の日向型間仕切 りを含む竪穴住居、地下式横穴墓、中世の掘立柱建物などが検出された。元野河

内遺跡は平成 8年度の調査により、旧石器時代のナイフ形石器、縄文時代早期の集石遺構と遺物、同前

期～後期の上器などが出土した。

以上のように、当地域一帯は断続的ではあろうが長期にわたって集落が営まれていたことがわかる。

町内には他にも前平地区遺跡群 (札 ノ元・芳ケ迫第 2ほか)七野地区遺跡群 (丸野ほか)八重地区遺跡

群 (砂田ほか)鹿村野地区遺跡群 (ズ クノ山第 2・ 前ノ原第 2ほか)な どの遺跡密度の濃い地域が見ら
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れる。しかし、いずれも縄支時代を中心とする.遺跡であり、弥生時代のまとまった集落跡は船ケ山地区

の元本遺跡以外に発見されていない。これに対し、元野地区では本野遺跡と高野原遺1跡で中期1末から後

期の竪穴住居跡群が検出されている。また、吉墳時代についても灰ケ野地区の灰ケ野第1遺跡で地下式

横穴墓の1発見が報告されているのみにとどまるのに射し、いず
―
れも集落跡の発見は無く、現在のところ

墓域としての認識にとどまるが、本野遺跡と高野原遺跡では前述したような状況であ―る。吉代・中世以

降になると集落跡や山城の分布などの様相に大きな変化がみられるものの、豊かな水資
―
源を有する.当地

区周辺が弥生時代以降の日野盆地エリア内において中心的な位置を占めていたことを想定できよう。

-3-
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第 Ⅱ章 調査の結果

第 1節 調査の方法と概要

元野川左岸の河岸段丘上に位置する本野遺跡は、元野地区高野原の台地縁辺にあたり農道を挟んで高

野原遺跡と画される。事業地内は畑地であり、その大半が調査の対象となったため、廃上の置き場など

作業効率を考慮して便宜的にA～ Gの調査区を設定し、A～ D区の作業を完了した後にE～ G区へ移行

するという方法を取らざるをえなかった。実質調査面積は約に至る。作業は重機により耕作土を除去し、

遺物包含層から赤ホヤ堆積層直上までを精査しながら掘 り下げ、同直上面において遺構を検出すること

を目的とした。当初は試掘調査のデータから、主な対象として弥生時代の集落跡を想定したが、これに

加えて縄文時代遺物が大量に出土する結果となった。本野遺跡の地層は、耕作土から赤ホヤ堆積層の間

に存在する御池軽石混入層とその前後が遺物包含層である。遺構検出は主にアカホヤ堆積層上面におい

て行ったが、特にE・ F区西側の一部ではアカホヤ下位までの削平も見られた。しかし、ここから更に

西側の高野原遺跡へ至るまでは、やや急な斜面を呈しており本調査への影響はそれほど無かったものと

考えている。

調査の結果、E区 とF区において竪穴式住居跡を13棟検出した。これらはやや不整形なものを除い

て基本的に方形である。この方形住居のうち 2棟は隅部の一箇所に方形の張り出しを有するものである。

本遺跡と農道を隔てて北側の高野原遺跡では、花弁状住居などの間仕切 りや突出部を有する竪穴式住居

群を検出しているが、両遺跡の時期的な関係などについて未だ検証していない段階であるので、ここで

は事実関係の報告に留めることをご理解いただきたい。

尚、遺構図版中の ( )内の番号は遺物図版中の番号に対応する。これ以外の遺物番号は現地調査時

における取 り上げ番号をそのまま記したものである。当調査事務所に保管している資料との照合時に活

用できればと考えた。

また、本遺跡の縄文時代については平成ll年度に報告済みであるため、詳細は同報告書を参照され

たい。

第 2節 弥生時代の調査結果

ここでは本野遺跡調査区のうちE・ F区において出上した弥生時代の竪穴住居を中心に報告する。出

土遺物の詳細については観察表を参照されたい。また、文中の「主軸」という表現については住居の方

位を示すために便宜的に使用したもの、「礫」は円礫を含めた石器以外の石の総称として使用したもの

である。

【SA-01】

F区西側の民家との境界で検出した。検出面からの深さはcm以 内で残存状態は良くない。一辺は

276cmである。約半分が民家敷地内にあるため規模や形状の詳細は把握できなかったが、現状で見る限

世

-5-
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り小規模でややシャープさを欠く方形のプランを呈するものと考えられる。遺物は、床面直上付近から

ほぼ完形の壷形土器 (1)ほか土器片と切目石錘 (53)が出土した。

(1)は土圧によるためかかなりの歪みがみられる。現状では丸底に近い形状を呈しているが特に底

面の摩滅が著しく、原型を留めていない。

【SA-02】

F区の中央よりやや西寄りの地点で検出した。検出面からの深さは約25cmで、272cm× 291cmの小

規模な方形プランを呈する。主軸がW14° Sを 向く。柱穴は検出できなかった。遺物は覆土内から土

器の小破片と軽石、礫、炭化物が少量出上した。

【SA-03】

F区の北側で検出した。検出面からの深さは約34cmで、379cm× 550cmの長方形を呈する。主軸が

E20° Nを 向く。柱穴は東西にそれぞれ一箇所ずつ検出した。遺物は覆土内から土器の小破片と礫が

ごく少量のほか、炭化材が出土した。

【SA-04】

SA-03か ら南東に約 3mの地点で検出した。検出面からの深さは約46cm、 375cm× 379cmで北東側

に若千開き気味の方形を呈するが東側隅はやや歪である。短辺がE31° Nを 向く。柱穴は東西にそれ

ぞれ一箇所ずつ検出した。遺物は覆土内から壷形土器 (6)奏形土器 (4・ 5'7～ 24)を 含む土器

片と磨製石鏃 (50)、 砥石 (54)礫、え化物が出上した。

奏形土器には刻み目突帯を有するもの (4。 10。 17・ 18・ 24)と 有さないもの (5・ 8・ 9・ ll・

13・ 19～22)がある。底部は上げ底を呈するもの (16・ 23)と やや上げ底のもの (15)と 平底 (7・

14)と がある。

ISA-05】

F区の中心からやや南側で検出した。検出面からの深さは約27cmで、375cm× 473cmの長方形を呈

する。主軸がW14° Nを 向く。柱穴は東西にそれぞれ一箇所ずつ検出した。遺物は覆土内から壺形土

器 (25～28)の ほか土器片と磨製石斧 (57)、 礫などが出土した。

(26)は口縁部にかけて開くもの、(27)は胴部に膨らみをもつもので、いずれも小型の平底を呈し、

ほぼ完形である。

【SA-06】

F区の東側で検出した。検出面からの深さは約28cmで、267cm× 298cmの西壁側がやや開く方形を

呈する。主軸がN36° Eを 向く。柱穴は東西にそれぞれ一箇所ずつ検出した。遺物は覆土内から甕形

土器 (29)ほ か土器片と礫が出土した。

(29)は上げ底を呈するもので、その形状から見て突帯を有さないタイプのものと考えられる。

【SA-07】

F区の西側、SA-03か ら東方へ約 5mの地点で検出した。検出面からの深さは約54cmで、366cm×

493cmの 長方形プランに加え、東壁隅に105cm× 200cmの やや崩れた方形の突出部を有している。主軸

がE17° Nを 向く。床面からは柱穴と見られるものを含めて12カ 所のビットを検出した。遺物は覆土

-7-



内から壷形土器 (33)と 奏形土器 (30'33)ほ か破片 と磨製石鏃 (47・ 52)、 砥石 (55)、 礫などが、

突出部の床面直上付近からは壺形土器 (31)が出土した。

(33)は やや散乱した状態で出土したが、接合の結果完形品となったものである。

(31)は耕作の影響を受けたためか 1/3強 を残すのみであるが、ほぼ横倒 しの状態で出土した。こ

れが本来人為的に置かれたものかは不明である。

【SA-08】

SA-07か ら北東へ約5.2m、 SA-09か ら西へ約1,9mの 地点で検出した。検出面からの深さは約20cm

で、240cm× 283cmの小規模な方形プランを呈する。主軸がN2° Sを 向く。柱穴は検出できなかった。

遺物は覆土内から甕形土器 (34)を含め小破片と礫が出土した。

【SA-09】

SA-10か ら南西へ約1.8mの 地点で検出した。検出面からの深さは約57cmで、426cm× 460cmの長方

形プランに加え、東壁隅に121cm× 210cmのやや崩れた方形の突出部を有しており、SA-07と 同様の

タイプである。主軸がW19° Sを 向く。床面からは柱穴と見られるピットを 1箇所検出した。遺物は

覆土内から土器の小破片と礫が少量出土したのみである。

【SA-10】

E区 の北東隅で検出した。検出面からの深さは約22cm、 267cm× 299cmの僅かに東側へ開く方形プ

ランを呈する。主軸がN7° Eを向く。柱穴と見られるピットを3カ所検出した。遺物は覆土内から壺

形土器 (37)と 奏形土器の底部 (35・ 36)を含め小破片と礫が出土した。

【SA-11】

SA-10か ら南東へ約 7mの地点で検出した。検出面からの深さは約28cm、 一 ×636cmで南西側がや

や歪である。基本的に隅丸の崩れた方形であるが南東側は円形的なラインを呈する。主軸がWl° Sを

向く。柱穴は検出できなかった。遺物は覆土内から壺形土器 (37・ 39～ 42)と 甕形土器 (12・ 38・

39・ 44)を含め小破片と磨製石斧 (58)、 礫、炭化材などが出上した。

【SA-12】

E区の南側で検出した。検出面からの深さは約17cmで、一 X384cmの南西側へ開くやや歪な方形プ

ランを呈し、南側の一部を攪乱によって切られている。主軸がN44° Eを 向く。柱穴は検出できなか

った。遺物は覆土内から土器の小破片と炭化した種実が出土したのみである。

【SA-13】

B区の最も東側で検出した。検出面からの深さは約24cmで、本遺跡の中では大形の部類に入る方形

のものと見られるが、北側及び南東側を攪乱によって切られている。柱穴と見られるピットを 2箇所検

出した。遺物は覆土内からほぼ完形の鉢形土器 (45。 46)を含めた小破片と礫が出土した。

¬
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第 3節 本野遺跡の自然化学分析調査

1.樹種同定

(1)試料

試料は、SA-03か ら出上した 2点、およびSA-08か ら出土した 1点の計 3点である。これらの住居

跡はいずれも弥生時代中期のものとされている。

(2〉 方法

割折またはカミソリを用いて基本的な3断面 (木材の横断面・放射断面・接線断面)をつくり、落射

顕微鏡によって50～ 600倍で観察した。樹種同定はこれらの試料標本をその解剖学的形質および現生樹

木の木材標本との対比で行った。

(3)結果

以下に結果を示し記載を行う。

樹種 (和名/学名)

「

SA-03 炭化材①

SA-03 炭化材②

SA-08 炭化材

ツブラジイ

Castanopsls cuspFごa物 (Thunb.ex Murray)Schottky

シイ属 働 s物コop誌

ツバキ αeyeraJaportta Thunb.ツ バキ科

ツブラジイ CasttnOptt cuspr」 a協 (Thunb.ex Murray)Schottky ブナ科

横断面 :中型の道管がやや放射状に配列し、晩材部では小型の道管が火炎状に配列する環孔材である。

放射断面 :道管は単穿孔である。放射組織は平伏細胞のみから構成される。

接線断面 :放射組織は同性で単列のものと広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質からツブラジイと同定される。ツブラジイは関東地方以南の照葉樹林帯下部に分布する主

要な常緑高木で、高さ20m、 径 lmに達する。内陸部に多い。薪炭材、建築、器具、家具に利用され

る。

シイ属 働 s協コopsrs ブナ科

横断面 :中型の道管がやや放射状に配列し、晩材部では小型の道管が火炎状に配列する環孔材である。

放射断面 :道管は単穿孔である。放射組織は平伏細胞のみから構成される。

接線断面 :放射組織は単列同性である。

以上の形質からシイ属と同定される。シイ属にはツブラジイとスダジイがあり、ツブラジイは複合放

射組織であリスダジイは単列同性である。ツブラジイの広放射組織はあまり多 く存在しないのでここで

はシイ属とした。シイ属は関東地方以南の照葉樹林帯下部に分布する主要な常緑高木で、高さ20m、

径 lmに達する。スダジイは海岸部に多 く、ツブラジイは内陸部に多い。薪炭材、建築、器具、家具に

利用される。

サヵキ aeyeη 」apοnたa Thunb.ツ バキ科

横断面 :小 さな径の道管が散在する散孔材である。道管の径はほとんど変化しない。
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放射断面 :道管は細かく多い階段状の多孔穿孔である。道管または木繊維にやや不鮮明ながら螺旋肥

厚が認められる。放射組織は平伏細胞と直立細胞からなる異性放射組織である。

接線断面 :放射組織は単列異性である。

以上の形質からサカキに同定される。サカキは西南日本から大陸にかけて分布する常緑小高木で、高

さ12m、 径30=に達する。材は強靭・堅硬で建築・器具類などに用いられる。

2.種実同定

(1)試料

試料はSA-12の 内部から出上したものである。

(2〉 方法

種実は炭化したものであり、肉限および実体顕微鏡で観察を行った。同定は現生標本との対比で行っ

た。

(3)結果

以下に結果を示し記載を行う。なお、破片は細片は計数からのぞいた。

分類群 (和名/学名) 部 位 完 形 破  片

イテイガシ Qucrcws摯 協 Blume 種子 (子葉)

イチイガシ Q口ercus∬ya Blume 種子 (子葉)ブナ科

堅果の内部の種子の炭化したもので、炭化した子葉にあたる。一条の凹線が入 りしわがあまり入らず

比較的平滑な表面をもちやや四角い形を呈する。

以上の形質から、イチイガシの種子 (子葉)と 同定される。破片については、完形のものがすべてイ

チイガシの種子であるため、イテイガシに含んだ。

イテイガシは本州南部 。四国 。九州の照葉樹林を構成する主要高木の一つである。堅果はコナラ属の

なかで唯一渋抜きなしでそのまま食用となるものである。



田野町、本野遺跡の樹種同定

横断面 ―――― :0.2mm 放射断面 ―――― :0.2mm
l SA-03 炭化材① ツブラジイ

横断面 一――― :0.2mm 放射断面 ―――― :0.2mm
2 SA-03 炭化材② シイ属

横断面 ―――― :0.2mm

3 SA-08 炭化材 サカキ

接線断面 ―――― :0.2mm

接線断面 ―――― :0.2mm



田野町、本野遺跡の種実同定 I

1 イチイガシ 種子 (子葉)2 イチイガシ 種子 (子葉)3 イチイガシ 種子 (子葉 )

4 イチイガシ 種子 (子葉)5 イチイガン 種子 (子葉)6 イチイガシ 種子 (子葉 )

ア イチイガシ 種子 (子葉)8 イチイガシ 種子 (子葉)9 イチイガシ 種子 (子葉)

lcm
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田野町、本野遺跡の種実同定 Ⅱ

10 イチイガシ 種子 (子葉)11 イチイガシ 種子 (子葉)12 イチイガシ 種子 (子葉 )

13 イチイガシ 種子 (子葉)14 イチイガシ 種子 (子葉)15 イチイガシ 種子 (子葉 )

16 イチイガシ 種子 (子葉)17 イチイガシ 種子 (子葉 ) 葉)

l cm

―-30-―
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第 4節 まとめ

以上に本野遺跡における弥生時代の調査結果として、主に竪穴式住居を中心に事実報告をおこなった。

以下に、これらの概略をまとめることで本報告書の役目を終えたい。

弥生時代の竪穴式住居はF区の西端で検出したSA-01を除いて、同区の中心から東方のF区にかけ

て拡がりを見せる。さらにこの北側及び東側に位置するA～ D区においては、耕作による削平の影響も

考えられるが、同遺構は皆無であった。A～ C区 においては黒色土内から少量の弥生土器片が出土した

が、この斜面を隔てて位置する高野原遺跡からの流れ込みによるものと解釈した。したがって、比較的

小規模な集落であったものと想定される。各住居のプランは方形 (SA-01・ 4・ 6・ 8・ 10)と 明ら

かな長方形 (SA-03'05・ 07・ 09。 12)と 隅丸に近い不正形なもの (SA― ll)と に分類 しうる。これ

らの中で住居の隅に突出部を有するSA-07と 091ま、日向型間仕切 り住居との関連を検証する必要があ

るものとして、次年度に編集予定の「平成 6年度高野原遺跡」において取り上げたい。また、各遺構が

営まれた時間差については、主軸の方位から2な いし3段階が想定されるが、現時点ではその前後関係

を含め詳細を述べるのは差し控え、中期末から後期にかけての範疇にあるものとしておきたい。

古環境研究所に委託した自然化学分析調査においてSA-03と 08か ら出土した炭化材とSA-12か ら出

土した種実の実態分析をおこなった。その結果、SA-03の炭化材はツブラジイとシイ属、SA-08の炭

化材はツバキであるとの報告を受けた。これらの用途は不明であるが、断片での出土であることと著し

く炭化黒変していることから、薪炭材に使用されたものと考えるのが妥当であろう。SA-12か ら出土

した種実はイチイガシの種子であった。完形で48個 と破片で138個が出上したことに加え、食用となる

ものであることから、当時に食用として備蓄していたものが何らかの要因で廃棄されたのであろう。
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